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交通情報のオープンデータ化 分析に必要不可欠な
基礎データ

MaaSアプリ上で
経路検索が可能

MaaSの普及

・支援対象エリア拡大
・MaaSアプリの利用促進
（デジタル乗車券、情報発信）

・新たなモビリティ導入

モビリティデータ連携基盤
によるデータ利活用

データに基づく
現状・課題分析、施策検討

交流人口拡大による地域経済の活性化地域公共交通の利便性向上、利用拡大、維持・確保

～子どもから高齢者まで、誰もが行きたいときに、行きたい場所へ、快適に移動できる社会へ～

・スマホ一つで、目的地まで
ストレスなく快適な移動が可能
・おでかけ需要の創出

最適な交通モードを検討・実現
（フィジカル連携）

他分野連携により、地域交通の
価値を高める

（例）
・市町村を跨ぐコミュニティバスの広域運行が進むこと
で、隣町の病院や商業施設まで乗り継ぎが不要に

・官民連携により、ダイヤ調整やバス乗入れなどが進み、
乗り換えがスムーズに

（例）
・最適な移動手段を検索・予約・一括決済できる
・乗車券とお得なクーポンがセットになることで、目的に
合った移動促進に

（例）
・公共交通利用によるCO2排出削減効果を可視化・分析
し、県民に周知することで、公共交通の利用を促進

福岡県のMaaS戦略
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交通情報のオープンデータ化
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福岡県九州産業大学

福岡県内コミュニティバス運行4７市町村

オープンデータ化未了
６市町

オープンデータ化済
３０市町

経路検索非適応
（区域運行など）

１１市町村

＜令和5年度＞
オープンデータ化経費を補助
⇒デマンド交通化検討中の市町を除き、ほ

ぼ全ての市町村においてデータ化が完了

※令和７年２月時点

・データ作成、登録、管理
・技術的助言
・技術開発・実装 等

・オープンデータ化の普及促進
・市町村・事業者との調整
・費用負担 等

令和6年12月 オープンデータの知見を有する九州産業大学と

「公共交通のオープンデータ化に関する覚書」締結

＜令和6年度＞
オープンデータ更新経費を補助
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市
町
村

オープン
データ化済
３０市町村

北九州市、福岡市、久留米市、直方市、飯塚市、田川市、柳川市、豊前市、

筑紫野市、春日市、大野城市、宗像市、太宰府市、古賀市、福津市、うきは市、

嘉麻市、みやま市、糸島市、那珂川市、須恵町、新宮町、久山町、芦屋町、

岡垣町、遠賀町、鞍手町、添田町、川崎町、苅田町

オープン
データ化未了
６市町村

1市町
今年度取組中

築上町

2市町
令和7年度実施予定

宮若市、上毛町

3市町
デマンド交通化検討中

中間市、朝倉市、吉富町

経路検索非適応
11市町村

デマンド型など定時定路線でなく経路検索非適応

大牟田市、八女市、小郡市、宇美町、志免町、筑前町、東峰村、

大刀洗町、香春町、糸田町、福智町

＜令和７年3月時点＞

交通情報のオープンデータ化
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昨年度MaaS実証エリアの3エリアに加え、筑紫エリア、
宗像・糟屋北部エリア、糸島エリアの市町においても、基盤
を活用を拡大。

• ログイン・基本操作・分析方法説明

• データを用いた分析例

• ディスカッション・アンケート

【活用市町の拡大】 【操作説明会の実施】

（令和6年度追加）
筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、那珂川市
宗像市、古賀市、福津市、新宮町
糸島市

7月に、新たに基盤を活用する市町向けに、基盤提供事業者
のMaaS Tech Japanによる操作説明会を実施。

●説明会の内容

データ利活用
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令和5年度に構築したダッシュボードを関係市町村がそれぞれで活用できる環境の継続と操作の支援

【継続事業】



データ利活用
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①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析

⇒人流データやモビリティデータにより、乗継を含む広域の移動について、公共交通分担率の向上を

図るための改善箇所の抽出方法を確認

②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析

⇒人流データやモビリティデータ、アンケート調査により、エリア内の市を跨ぐ移動の傾向を確認し、

各市の連携可能性等を分析

広域的な移動サービスの提供の最適化・合理化に向けたデータ分析と複数市・官民での関係者協議

【新規事業】



データ利活用
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移動需要に対して十分な公共交通の供給ができているか、改善すべき箇所がどこにあるのかを確認するた

め、公共交通分担率（相対値）に着目した分析を実施

1kmメッシュ

①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析

公共交通分担率 ＝

人流データから分かる移動総量
（人口拡大推計値）

モビリティデータから分かる
鉄道とバスIC利用者数



データ利活用
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公共交通分担率の向上に取り組むべき箇所の抽出に向けて、今回は、人流データとモビリティデータで分

析可能な所要時間差（公共交通利用と移動全体の差）と乗継時間に着目

■公共交通分担率向上に向けて、考慮すべき主な環境要素

・駅やバス停の数

・運行本数

・所要時間、所要時間の差

・乗継回数、乗継回数の差

・乗継時間、乗継のしやすさ

・運賃

・アクセス時間、イグレス時間

・人口構成

・土地の高低差

・インセンティブの存在

（クーポンやポイントの付与） など

①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析

A地点
（出発地） B駅

（乗継地点）

C地点
（目的地）

車など（公共交通機関以外）

バス 鉄道
公共交通

利用

移動全体

所要時間差

乗継時間



データ利活用
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所要時間差が12分半近辺の移動経路について改

善すれば、最も公共交通分担率向上が見込める

ことを確認

エリア内⇔外移動については、通勤・通学利用者がメインターゲットとなることを想定し、午前7,8時台の

公共交通分担率と所要時間差の関係に着目して分析

■分担率と所要時間差の関係

①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析



データ利活用
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移動需要や公共交通分担率等を可視化ツールにより様々な移動を確認。

一定の移動需要があり、かつ所要時間差が12分半近辺で乗継に時間を要している移動経路を確認することで、

乗継改善により公共交通分担率向上が期待できそうな移動を抽出

オレンジ色：出発地
青色：目的地
線の太さ：移動量

福岡市

筑紫エリア

抽出条件

・移動総量が上位

・移動経路内に乗継が存在

・所要時間差が12分半以上

・公共交通分担率が1%以上

①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析



データ利活用
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アンケート調査により、エリア内の市を跨ぐ移動のニーズについて可視化

実線は「よく行く場所」、破線は「行きたい場所」

［移動ニーズアンケート調査］

調査期間：令和6年11月8日～14日

調査項目：移動実態（具体的な目的地等）

移動ニーズ（公共交通で行きたい施設等）等

回答者数：1,326人（5市合計）

②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析



データ利活用
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②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析

対象地域の移動・滞在傾向を把握するため、人流データを用いた可視化・分析を実施。

地域内移動の目的地は筑紫野市・春日市に集中しており、商業施設や病院が上位を占めることが確認できた。

■筑紫エリア内の移動において目的地となっている地点を可視化



データ利活用
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 筑紫エリア内を移動する人は、市を跨って

動いているという仮説を裏付けられた

 複数市の移動者において、共通の施設を目

的地とした移動実態があること、2つの市の

間で相互に目的地が交差するエリアがある

ことをデータから確認できた

 エリア内において、市を跨いだ路線の運行

の可能性が示唆される

②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析

ACROSSMALL春日への移動ニーズは
太宰府市・大野城市で共通

イオンモール筑紫野

グッディ太宰府

筑紫野市と太宰府市は
相互に移動ニーズあり

ACROSSMALL春日



データ利活用

15

②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析

高齢者（60歳以上）のエリア内における公共交通移動の拠点となっている箇所を抽出

 各市へのヒアリング、アンケートデー

タや人流データで目的地として多く挙

げられた地点への移動のうち、公共交

通利用による移動量を確認

 西鉄二日市駅を代表施設とするメッ

シュへの移動が多く、当駅はエリア全

体の中でも公共交通移動のハブ（結節

点候補）となっていることを確認 オレンジ色の点：出発地
青色の点：目的地
線の太さ：公共交通移動量
線の色の濃さ：分担率の高さ

西鉄二日市駅

筑紫野市民図書館

グッディ太宰府店

■高齢者の公共交通利用量トップ30



データ利活用
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まとめ

 ①「筑紫エリア内⇔外」移動の分析においては、通勤・通学利用をターゲットとし、乗継時間の短

縮に取り組むべき箇所の抽出方法を確認した。

 ②「筑紫エリア内（市跨ぎ）」移動の分析においては、人流データやアンケート調査を用いて市相

互の連携可能性を確認するとともに、高齢者の利用をターゲットとし、公共交通移動データを用い

て結節点候補となる地点の抽出方法を確認した。

 今後は、様々な移動経路の可視化、属性や時間帯等の条件を絞った分析等に取り組むことにより、

具体的な改善策の検討に活用していくこととする。



デジタル乗車券の発売状況① （令和６年度発売）

１３種類４４券種の新たなデジタル乗車券をMaaSアプリ「my route」で販売

デジタル乗車券の名称 券種 販売期間 販売中 検討会議

1 アビスパ福岡応援チケット 1 令和6年4月25日～10月４日

2 令和の都 だざいふ往復きっぷ 3 令和6年4月25日～12月３１日

3 島原連絡乗車券 1 令和6年8月1日～ ○

4 到津の森公園きっぷ 1 令和6年8月20日～令和７年8月31日 ○

5 乗レール買エールチケット 27 令和6年9月1日～１１月30日

6 田主丸っともぎもぎきっぷ 3 令和6年9月1日～11月３日 ○

7 マリンワールド海の中道 入館券＋西鉄バス 福岡市内1日フリー乗車券 1 令和6年9月1日～ ○

8 おおむた1日乗り放題バスきっぷ 1 令和6年10月5日～ ○ ○

9 糸島半島まるっとおむすびフリーパス 2 令和6年11月1日～ ○ ○

10 バス×モノレール乗継チケット 1 令和6年12月20日～令和7年3月31日 ○

11 筑豊電気鉄道２４時間フリーきっぷ 1 令和7年1月31日～ ○

12 へいちくてつフリーきっぷ（２４時間） 1 令和7年1月31日～ ○

13 北九州 角打ちはしご酒 にしてつバス２４時間フリー乗車券 1 令和7年2月1日～4月30日 ○

※名称は同じだが、利用できる交通手段、価格等が異なるデジタル乗車券が複数販売されている場合、”１種類○○券種”と整理

※検討会議：県が実証実験として取組む、エリアMaaS検討会議において企画造成したデジタル乗車券
17



デジタル乗車券の発売状況② （過年度発売・販売中）
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デジタル乗車券の名称 販売期間

１ 福岡市内６時間フリー乗車券 平成30年11月1日～

２ 福岡市内２４時間フリー乗車券 平成30年11月1日～

３ 福岡（天神）⇔太宰府1日フリー乗車券 令和元年７月８日～

４ 北九州エリア２４時間フリー乗車券 令和元年1１月２８日～

５ 北九州エリア４８時間フリー乗車券 令和元年1１月２８日～

６ 福岡市内＋太宰府ライナーバス「旅人」24時間フリー乗車券 令和3年３月1９日～

７ ＳＵＮＱパス 北部九州3日券 令和3年4月26日～

８ ＳＵＮＱパス 全九州3日券 令和3年4月26日～

９ ＳＵＮＱパス 全九州4日券 令和3年4月26日～

１０ 太宰府・柳川観光きっぷ 令和4年1月12日～

１１ BRTひこぼしライン開業記念１DAY満喫フリーチケット 令和5年8月25日～

１２ 昭和バス九州大学線 １８時間フリーパス 令和6年1月31日～



MaaS実証実験 －取組エリア一覧－

筑紫野市
春日市

大野城市
太宰府市
那珂川市

・データに基づく施策の検討
・地域住民の移動ニーズ調査

・デジタル乗車券「糸島半島
まるっとおむすびフリーパス」

（令和６年度）

・各市の取組の情報共有
・広域的な連携に向けた検討

・デジタル乗車券「有明エリアのり
のり２DAYきっぷ」 （令和５年度）

・柳川市電動モビリティ導入実証
（令和６年度）

・デジタル乗車券「おおむた1日乗
り放題バスきっぷ」（令和６年度）

・デジタル乗車券「BRTひこぼし
ライン１DAY満喫フリーチケット」
（令和６年度～）

・東峰村シェアサイクル導入実証
（令和６年度）

久留米市

東峰村
添田町

（大分県）
日田市

福岡市
糸島市

宗像市
古賀市
福津市
新宮町

筑紫エリア

糸島エリア

宗像・糟屋北部エリア

久留米エリア

有明エリア

日田彦山線BRT沿線エリア

大牟田市
柳川市

みやま市

県内6エリアで市町村や交通事業者
とともに実証的な取組を実施中

・デジタル乗車券「くるめGoGo
きっぷ」（令和５年度）

・デジタル乗車券「田主丸っとも
ぎもぎきっぷ」（令和６年度）

・グリーンスローモビリティ導入
実証（令和６年度）
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MaaS実証実験 －日田彦山線BRT沿線エリア－

日田彦山線沿線BRTエリア
MaaS検討会議

令和５年８月２８日 「BRTひこぼしライン開業記念１DAY満喫フリーチケット」発売
令和6年２月27日 my routeとAIオンデマンド「のるーと東峰」のシステム連携
令和6年3月２9日 日田市との連携（デジタル乗車券のリニューアル）
令和6年11月8日 東峰村シェアサイクル導入実証事業開始

＜会員＞
東峰村、添田町、日田市、JR九州、JR九州バス、西日本鉄道

「BRTひこぼしライン開業記念１DAY満喫フリーチケット」

＋
BRT全線１日
フリーチケット

特典クーポン

・令和6年3月29日からは、大分県日田市との連携により
リニューアル販売を実施

（３市町村で使えるお得な特典クーポンを１３個→６６個と大幅追加）

※東峰村・添田町（福岡県）と日田市（大分県）による県域を越えた初の取組

東峰村でシェアサイクルの実証導入

・筑前岩屋駅、大行司駅、宝珠山駅にシェアサイクルを３台ずつ導入

・各駅間のコースや見どころを掲載したマップを作成

20

販売期間 令和５年８月２８日～

販売実績 約１,９００枚（令和7年２月末時点）

販売価格 (大人)８６０円 (小児)４３０円

実証期間 令和６年１１月８日～令和７年１月３１日

利用実績 １０回

利用価格 ４時間８００円、２４時間最大１,５００円

BRT開業に合わせ、BRTの利用促進と沿線地域の振興を図るもの。



MaaS実証実験 －久留米エリア－

久留米エリアMaaS検討会議
＜会員＞
久留米市、 JR九州、西日本鉄道、西鉄バス久留米

令和5年12月15日 「くるめGoGo!きっぷ」発売
令和６年9月1日 「田主丸っともぎもぎきっぷ」発売
令和６年9月1日 グリーンスローモビリティ導入実証

＋二次交通 特典クーポン一次交通 ＋

ＪＲ九州の列車または西鉄
電車・西鉄バスで田主丸
エリアまで利用可能な乗
車券（発地別に３券種）

田主丸エリアを周遊で
きるグリーンスローモ
ビリティやレンタサイク
ルのサービス

田主丸ならではのフルーツ
農園や飲食店、体験施設等
で利用できるクーポン

＜田主丸エリアの現状＞
・駅からの二次交通が希薄
・フルーツ狩り来訪者の大半は自家用車を利用

・金土日祝限定で「駅⇔耳納山麓ルート」、「耳納山麓周遊ルート」の
２台を運行

・運転手は地元居住者で雇用機会創出

グリーンスローモビリティの導入実証

「田主丸っともぎもぎきっぷ」

実証導入

風を感じながらゆったり
周遊できる
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販売期間 令和６年９月１日～１１月３日

販売実績 ５７枚

販売価格
①J R券 (大人)2,260円 (小児)1,13０円
②J R券 (大人) ９６0円 (小児) ４８０円
西 鉄 券 (大人)2,800円 (小児)１,４００円

実証期間 令和６年９月１日～１１月３日

利用実績 １８１回

利用価格 デジタル乗車券の購入者は無料

公共交通の利用促進や令和５年梅雨前線豪雨の復興支援を
目的とするもの。



MaaS実証実験 －有明エリア－

「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」

有明エリアMaaS検討会議

令和６年２月9日 「有明エリアのりのり２DAYきっぷ」発売
令和6年9月13日 柳川市観光アクセス向上のための電動キックボード

導入実証
令和6年10月5日 「おおむた1日乗り放題バスきっぷ」発売

＜会員＞
大牟田市、柳川市、みやま市、 JR九州、西日本鉄道、西鉄バス久留米、西鉄バス大牟田、堀川バス

柳川市観光周遊性向上のための実証実験

大牟田市内のおでかけ需要を喚起し、公共交通の利用
促進と地域活性化を図るもの。

西鉄バス指定エリア
フリー乗車券

特典クーポン
（入場無料）

大牟田市動物園
大牟田市石炭産業科学館

＜ポート設置箇所＞
・西鉄柳川駅内
・柳川市観光案内所
・三柱神社
・よかもん館
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販売期間 令和6年10月5日～令和7年3月31日

販売実績 ９７枚（令和7年２月末時点）

販売価格
(大人)７８０円
※大人１枚につき小児１人無料

実証期間 令和6年9月１４日～1２月１3日

利用実績 ７０回

利用価格 １００円／10分毎

みやま市酒蔵開きポップアップ広告

みやま市の2酒造会社
（玉水酒造、菊美人酒
造）の酒蔵開きに合わせ、
ｍｙ routeのポップアッ
プ広告を掲出

玉水酒造酒蔵開き告知
広告掲出期間：3月１～8日

菊美人酒造酒蔵開き告知
広告掲出期間：3月8～15日



MaaS実証実験 －糸島エリア－

「糸島半島まるっとおむすびフリーパス」

連続テレビ小説「おむすび」の舞台となる糸島半島内の公共交通での周遊促進を図るもの。

昭和バス指定エリア
（糸島半島内）
フリー乗車券

特典
（糸島市、福岡市の２６店舗）

令和6年11月1日 「糸島半島まるっとおむすびフリーパス」発売
令和7年2月1日 昭和自動車が同フリーパスを承継

上記に加え、博多・天神～糸島半島
間の高速バス往復乗車券をセットに
したデジタル乗車券も発売

糸島エリアMaaS検討会議
＜会員＞
糸島市、福岡市、昭和自動車、 JR九州、 SEEDホールディングス
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販売期間 令和6年11月１日～令和7年１月31日

販売実績 ９４９枚

販売価格
高速バスなし (大人)1,000円 (小児)500円

高速バス付き (大人)1,800円 (小児)900円



調査事業

24

①県政モニターアンケート ②MaaS実証実験に関する調査

 対象地域 福岡県内全域
・日田彦山線BRT沿線エリア
・久留米エリア
・有明エリア

 対象者
県が委嘱している400名
※年齢、性別、居住地等のバランスを考慮して選定

対象地域の住民や来訪者400人/エリア

 調査内容
MaaSやMaaSアプリの認知や利用意向等
（利用しない理由など）

・デジタル乗車券の認知度
・デジタル乗車券の利用実態や利用意向
・公共交通の利用実態

 調査時期 令和6年7月12日～7月31日 令和7年１月下旬～2月上旬



調査事業 －①県政モニターアンケート－
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【主な調査結果】

問 MaaSという言葉を見聞きしたことはありますか。

令和5年度および令和6年度の実証実験エリアである福岡地域および筑後地域では、見聞きしたことがあるという

回答が比較的高くなった。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北九州

福岡

筑豊

筑後

9%

6%

12%

7%

5%

12%

8%

14%

16%

79%

85%

74%

93%

79%

１ ある（内容もある程度分かっている） ２ ある（内容はあまり分かっていない）

３ ない



調査事業 －①県政モニターアンケート－

26

【主な調査結果】

問 MaaSアプリ「my route」を知っていますか。また、ダウンロードや利用をしていますか。

20代において、比較的知名度が高くなっており、「主に

デジタル乗車券の購入の際に使っている」という割合が

高い。

2%

2%

4%

1%

3%

5%

16%

3%

4%

3%

3%

3%

1%

4%

3%

8%

8%

8%

9%

7%

8%

3%

7%

4%

6%

1%

8%

12%

8%

78%

65%

81%

83%

82%

76%

82%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

１ 知っており、経路検索等で日常的に使っている ２ 知っており、主にデジタルチケットの購入の際に使っている

３ 知っており、主におでかけ情報等の情報収集に使っている ４ 知っており、ダウンロードしているがほとんど使っていない

５ 知っているが、ダウンロードしていない ６ 知らない

７ その他

＜年代別＞

2%

3%

5%

3%

7%

2%

1%

2%

3%

8%

4%

11%

7%

2%

7%

2%

9%

11%

78%

89%

69%

90%

86%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北九州

福岡

筑豊

筑後

１ 知っており、経路検索等で日常的に使っている ２ 知っており、主にデジタルチケットの購入の際に使っている

３ 知っており、主におでかけ情報等の情報収集に使っている ４ 知っており、ダウンロードしているがほとんど使っていない

５ 知っているが、ダウンロードしていない ６ 知らない

７ その他

＜地域別＞

実証実験エリアにおいて比較的高い結果となった。

筑後地域においては、「知っているが、ダウンロードし

ていない」という回答の割合が多くなっており、一定の

知名度はあるものの、利用にまであまり至っていないこ

とが分かった。



調査事業 －①県政モニターアンケート－
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【主な調査結果】

問 「my route」の利用を促進するためには、どのような改善が必要だと思いますか。

＜年代別＞

22%

22%

22%

21%

20%

22%

32%

10%

11%

11%

9%

11%

9%

9%

11%

7%

11%

11%

11%

14%

12%

12%

14%

13%

13%

12%

11%

7%

15%

17%

16%

16%

13%

13%

12%

15%

20%

14%

17%

16%

15%

10%

12%

8%

11%

12%

14%

15%

16%

2%

1%

2%

1%

2%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

１ 知名度向上のため広報を充実させる ２ アプリ内で検索・予約・決済を完結させる

３ 経路検索での便利な機能を充実させる ４ タッチ決済やQRコード決済等、決済方法を充実させる

５ 特典利用ができる店舗を増やす ６ 魅力的なチケットを増やす

７ おでかけ情報等の有益な情報を充実させる ８ その他

＜地域別＞

22%

21%

22%

23%

27%

10%

11%

11%

10%

6%

11%

10%

12%

10%

9%

12%

12%

12%

10%

13%

15%

16%

14%

14%

15%

15%

15%

16%

14%

17%

12%

13%

12%

15%

12%

2%

2%

1%

3%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

北九州

福岡

筑豊

筑後

１ 知名度向上のため広報を充実させる ２ アプリ内で検索・予約・決済を完結させる

３ 経路検索での便利な機能を充実させる ４ タッチ決済やQRコード決済等、決済方法を充実させる

５ 特典利用ができる店舗を増やす ６ 魅力的なチケットを増やす

７ おでかけ情報等の有益な情報を充実させる ８ その他

全体的には、「知名度向上のため広報を充実させる」とい

う回答が最も多くなっている。

若年層ほど「特典利用ができる店舗を増やす」や「魅力的

なチケットを増やす」の割合が若干高くなっており、おでか

けの際にお得感を感じられる点を重視していることが分

かった。

複数の交通モードにより公共交通が充実している福岡地域や

北九州地域では「アプリ内で検索・予約・決済を完結させる」や

「経路検索での便利な機能を充実させる」といったシームレスな

移動に寄与する点が比較的多く挙げられた。

一方、筑豊地域や筑後地域では、「魅力的なチケットを増やす」

や「おでかけ情報等の有益な情報を充実させる」といった、移動

需要の喚起に寄与する点が比較的多く挙げられた。



調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－
＜回答者属性＞ 調査対象者：企画乗車券販売期間に当該エリアで観光・娯楽活動をした人

▍ 各市町村での取得サンプル数

▍ 年齢構成

久留米 412 
日田彦山線 412 
有明エリア 412 

5

4

4

48

23

38

75

57

78

93

87

105

78

113

100

113

128

87

0% 20% 40% 60% 80% 100%

久留米

日田彦山線

有明エリア

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

▍ 性別

242

236

245

170

176

167

0% 20% 40% 60% 80% 100%

久留米

日田彦山線

有明エリア

男性 女性

• 日田彦山線エリアの60歳代以上の割合がやや多い傾向にある
• 有明エリア・久留米は、40歳代までで半数を超える

• 性別についてはエリアでの顕著な差はみられない
• どのエリアも男性がやや多い傾向

▍ 年齢構成×性別

• どのエリアも60歳代男性の割合が多い
• 女性は40歳代までで約60％を占め、比較的男性より若い方の来

訪が多い

1%

1%

7%

18%

15%

22%

24%

21%

19%

18%

33%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=242

女性 n=170

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

1%

1%

3%

9%

10%

19%

16%

28%

30%

24%

39%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=236

女性 n=176

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

1%

1%

6%

14%

19%

19%

22%

31%

28%

19%

25%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=245

女性 n=167

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上

久留米

日田彦山線

有明エリア
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調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－
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＜実証実験における企画乗車券を知ったキッカケ＞

31 

15 

13 

5 

5 

9 

1 

0 

8 

0 

0 10 20 30 40

福岡県のホームページ

自治体のホームページ

自治体の広報（市報、公式LINEなど）

SNSの広告

チラシ・ポスター

公共交通（電車やバス）の広告

my route

企画乗車券自体

口コミ

その他

26 

17 

6 

13 

9 

9 

4 

2 

9 

2 

0 10 20 30 40

39 

31 

9 

8 

9 

6 

0 

1 

4 

1 

0 10 20 30 40

久留米 日田彦山線 有明エリア

• 調査対象者のうち、企画乗車券を知っていた方の割合は2割。
• 知っていた2割の方について企画乗車券をしったキッカケを調査
• 福岡県のホームページが最も多く、次いで自治体のホームページが多い結果となった

Q あなたは、以下のエリアで販売されている企画乗車券をどこで知りましたか？



調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－
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＜企画乗車券を利用したい理由＞

52

56

80

28

45

5

1

0 50 100

アプリケーション一つで検索や交通費の支払いができるから

地域のお得な情報がわかりやすいから

お得な特典があったから

公共交通を乗るきっかけになると思ったから

公共交通が乗り放題であったから

ほかのサービスを普段からよく利用しているから

その他

38

63

75

38

42

10

1

0 20 40 60 80 100

54

59

83

25

42

8

2

0 20 40 60 80 100

久留米 日田彦山線 有明エリア

• どのエリアにおいても顕著な傾向の差はみられない
• お得な特典の利用、地域のお得な情報のわかりやすさが利用したい理由の１番、2番に挙げられている
• 久留米エリアと有明エリアは3番はアプリケーション一つで検索や交通費の支払いができるから、であるが、日田彦山線は公共交通が乗り

放題であったからという理由である。

Q 販売されている企画乗車券を利用した理由・利用したい理由としてもっとも当てはまるものを一つお選びください。



調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－
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＜企画乗車券を利用しない理由＞

31

23

23

9

8

78

17

0 20 40 60 80 100

myrouteのアプリを入れていない／入れるのが面倒であった

から

カバーするエリアが目的地と異なっていたから

乗り放題の金額が高いと感じたから

お店などの特典に魅力を感じなかったから

何がお得になるのかがわかりにくいから

慣れた方法が安心だから

その他【 】

25

22

17

5

24

87

17

0 20 40 60 80 100

33

21

12

10

19

76

17

0 20 40 60 80 100

久留米 日田彦山線 有明エリア

• どのエリアにおいても顕著な傾向の差はみられない
• 慣れた方法が安心だから、アプリを入れていない/入れるのが面倒であったからといった心理的な要因が１番の利用しない理由となって

いる。

Q 販売されている企画乗車券を知っていたが利用していない理由・利用したくない理由としてもっとも当てはまるものを一つお選びください。



調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－

32

＜企画乗車券を利用する際に重視する要素（利用意向別）＞

• 利用意向の有無により、重要視する意向の傾向を分析
• 利用意向のある方は、利用意向のない方に対して、周遊に関する項目が高い評価になっている。
• 一方で、利用意向のない方はお得感のある割引が、利用意向のある方より高い
• 利用意向のある方のリピートを促す場合は、周遊に関する企画、利用意向のない方の需要喚起には割引に関する企画が、全体の利用率の向

上に寄与することが考えられる

20.0%

12.6%

10.0%

9.8%

5.7%

5.3%

13.7%

13.1%

3.7%

6.0%

13.1%

13.2%

9.0%

10.0%

6.0%

5.1%

15.2%

15.5%

4.7%

8.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

公共交通の乗り放題などのフリーパスがある

買うとどのような割引やお得な特典があるかわかりやすくなっている

モデルコースなどの提示がある

地元の方しか知らないようなお店の紹介と特典がある

現地での購入案内がある

スタンプラリーなどでいろんなところを回る企画がある

観光施設の入場料の割引などが受けられる

飲食店やお土産店などでの割引が受けられる

検索機能と連動して予約が可能である

キャッシュレス決済やデジタル乗車券が使える

利用したい人 利用しない人



調査事業 －②MaaS実証実験に関する調査－

33

＜企画乗車券を利用する際に重視する要素（県MaaSの取組への関心度別）＞

• 県MaaSの取組への関心度別に、企画乗車券を利用する際に重要視する要素の傾向を分析
• 最も顕著な差は、乗り放題のフリーパスである。関心度が高いほど高い評価がある。MaaSへの関心度が高い方は、公共交通利用の頻度など

が高い方と考えられる。
• 関心が低い方は、割引などの重要度が上がる傾向となる。新たな需要を取り入れ、関心を持たせる施策としては、割引などをメインに周遊

企画をPRすることも重要な要素と考えられる

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

公共交通の乗り放題などのフリーパスがある

買うとどのような割引やお得な特典があるかわかりやすくなっている

モデルコースなどの提示がある

地元の方しか知らないようなお店の紹介と特典がある

現地での購入案内がある

スタンプラリーなどでいろんなところを回る企画がある

観光施設の入場料の割引などが受けられる

飲食店やお土産店などでの割引が受けられる

検索機能と連動して予約が可能である

キャッシュレス決済やデジタル乗車券が使える

興味関心がとてもある 興味関心がややある どちらでもない 興味関心はほとんどない 興味関心は全くない



広報・情報発信 －福岡県MaaSサイト－

県の取組趣旨や実証実験の概要を掲載 （https://fukuoka-maas.jp/）
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福岡県MaaSサイト

ページ構成 内容

 ホーム MaaSとは？MaaSの効果等

 実証実験の概要 デジタル乗車券やモビリティ導入実証の概要

 エリア紹介 地域の特徴やPR動画

 お知らせ一覧 地域のお店や施設、イベント情報

 アプリの使い方 my routeで出来ること、使い方

 アーカイブ 過去に作った広報物やデジタル乗車券の情報等

＜サイト閲覧数＞

令和５年度：約４,６００件/月 令和６年度：約７,４００件/月

約１６０％

https://fukuoka-maas.jp/


広報・情報発信 －キービジュアル－
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MaaS実証実験キービジュアル 自治体、交通事業者のHPへの掲載や印刷して観光案内所等に掲出



広報・情報発信 －B3ポスター－
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交通事業者と連携し、鉄道駅や
バスターミナル、電車内中吊り
広告、バス車内広告として掲出

MaaS実証実験B3ポスター



新聞広告
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広報・情報発信 －県広報事業の活用－

令和６年１２月２５日 読売新聞朝刊 令和６年１２月２日 西日本新聞朝刊



県の広報テレビ・Youtube

「HKT４８の福岡撮影中。」 YouTubeで定期配信

「九州がまるっとつながる!九州MaaS始動！」
（令和６年10月12日放送）

「優＆舞の知っトクふくおか」 毎週土曜日11:35～11:40

「【糸島観光】HKT48が糸島MaaSで巡る
糸島市の見どころスポットを紹介します！」

（令和６年12月20日配信）
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広報・情報発信 －県広報事業の活用－



デジタル乗車券の販売や各地のイベント時期に合わせてPR

広報・情報発信 －my routeアプリの活用－

ポップアップの掲載

39日田彦山線BRT沿線エリア 久留米エリア 有明エリア



交通政策課 スポーツ振興課女性活躍推進課

広報・情報発信 －my routeアプリの活用－
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県主催のイベント集客や公共交通の利用促進に資する記事を掲載特集記事の掲載



広報・情報発信 －SNS/WEB広告－

・日田彦、久留米、糸島の３エリアで「Google」 と「Instagram」 のバナー広告を実施

・エリアごとに配信期間/配信エリア/ターゲットを設定

・セグメント設定は「旅行・観光」とした

SNS/・WEBを活用した情報発信

41配信期間 １回目：令和６年8月28日～9月28日 ／ ２回目：令和７年２月１日～３月１日

＜日田彦エリアでの実証＞

 日田彦エリアでは、実証的に１回目の広告結果をもとに、２回目の広告の配信先を決定

 １回目の配信では「Google広告」の方がクリック率は高く、クリック単価は低いため、2回目の配信は「Google広告」に絞って配信することとした
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広報・情報発信

県MaaSサイトの閲覧数推移

SNS/WEB広告

新聞広告

テレビ放送

YouTube配信

久留米エリア

糸島エリア

西日本新聞 読売新聞

知っトク福岡

HKT48の福岡撮影中。

知っトク福岡

日田彦エリア
日田彦エリア

BRTひこぼしライン
1DAY満喫
フリーチケット発売

くるめGoGoきっぷ発売

BRTひこぼしライン
1DAY満喫
フリーチケット
リニューアル発売

有明のりのり
2DAYきっぷ発売

9/18/17/16/1 10/1 11/1 1/1 2/1 3/1 3/31

年度 閲覧者数 対象期間

令和５年度 ３．８万 8月18日～３月31日

令和６年度 ９．４万 4月1日～３月1日

※1秒以上画面を表示したユーザーをカウント

田主丸っと
もぎもぎきっぷ発売

おおむた
１日乗り
放題バス
きっぷ発売

糸島半島
まるっと
おむすび
フリーパス
発売


